
副賞でいただきました賞金につきましては、

東京弁護士会人権救済基金の法律援助事

業に寄付させていただきました。  

事業収益等 

\873,765  

 (9%) 

 

第７期 Spring 活動報告書

一般社団法人 Spring  ～ 性被害当事者が生きやすい社会へ ～  

〒102-0093  

東京都千代田区平河町一丁目６番１５号USビル８階  

　

ご 支 援 の お 願 い  

第７期　会計報告 　 (自 2023年7月　至 2024年6月）  

つながる・ひろがる Spring  情報配信中！　 　 

     クレジットカードによる寄付 
 
■継続的なご寄付 
https://pne.club/spring　　 
 
 
■今回のみのご寄付 
https://syncable.biz/associate/spring0707/ 
　 

  ゆうちょ振り込みによる寄付 
 

【口座記号】00260-3 

【口座番号】138876 

【口座名】一般社団法人Spring  

 

※ 通信欄に 「お名前・ご連絡先（ご住所・お電話  

    番号・メールアドレス）」をご記入ください。  

    Springのメルマガ 『すぷだより』 をお送り  

    いたします！  

　 

支援方法の詳細は 
コチラ（HP） 

寄付会員数：102名　（2024年6月現在）　  

 HP： http://spring-voice.org/  

  

 @spring20170707             spring_onevoice  

  

 @harukoi2020                  @spring_onevoice 

 

メルマガ「すぷだより」  

 

   第２・第４火曜日に配信中！  

            読者登録はコチラ　⇒  

 

2023年7月 ～ 2024年6月

私たち一般社団法人 Spring は、性被害当事者が生きやすい社会の実現を目指す当事者等を中心とした団体です。 

性被害の実態に即した刑法性犯罪の改正を目指して、アドボカシー活動をしています。 

性被害を受けた人がフリーズ（凍りつき）から動き始め、人生の冬を過ごしているすべての人の心に 

春がくるよう願いを込めて、2017年7月7日に設立しました。 

私たちの活動は市民の皆さまをはじめ、国会議員、関係省庁の方々、 
報道関係者の皆さまによって支えられています。 

当事者の声を聞きともに社会を変えていく、皆さまのお力が不可欠です。 
引き続きのご支援をよろしくお願いいたします。 

収入の部 

\10,019,617  

 

支出の部 

\2,980,554  

 受取寄附金 

\9,133,852  

 (91%) 

 

租税 

\70,000  

 (2%) 

 

他事業経費 

\1,852,301  

 (62%) 

 

管理費 

\1,058,253  

 (36%) 

 

* 不同意性交等罪の創設 （暴行脅迫要件見直し）  

* 公訴時効の見直し  
          不同意性交罪       10年 ⇒ 15年 

          不同意わいせつ罪   7年 ⇒ 12年 

* 性的同意年齢 16歳未満へ引き上げ  
          被害者が13～15歳の場合、5歳以上年長者は同意の 

          有無問わず処罰。 

* 地位関係性を利用した性行為の処罰規定創設  
 

* 附則に、被害実態を踏まえた５年後の見直し  

   条項が盛り込まれる。  
  ・ 性的同意についての意識 （Yes Means Yes型への可能性） 

  ・ 被害を申告することの困難さ（公訴時効のさらなる見直しへの 

     可能性）等 

 

2023年　性犯罪刑法 改正の主なポイント  

① 改正刑法の運用注視  
 
② Yes Means Yes型の性的同意に関する  
    海外の運用状況調査・国内への啓発  
 
③ さらなる公訴時効見直しに向け  
    海外の運用状況調査・国内への啓発  
 
④ トラウマ治療体制の拡充・啓発  
     ワンストップ支援センターの充実化、 
     中長期的支援体制の構築、  
     トラウマケアの費用負担軽減 など 

第38回 東京弁護士会 「人権賞」 を受賞しました。  

2024年1月15日 東京弁護士会「人権賞」の表彰式が開催され、早乙女 祥子共同代表が出席。  

「人権賞」の受賞は、刑法改正活動に関わったすべての人々が受賞した賞だと言えます。  

多くの被害当事者やそれを支えてきた支援者、活動に賛同し支えてくださった皆様のおかげで、  

            このような成果を得ることができました。  

                私たち一人一人の声は小さくとも、  

             それが集まればやがて大きな力となり、  

      社会を変えることができるのだと証明したのです。  

改正を踏まえたこれからの活動  

2023年7月20日に開催された Spring 成果報告会  
 「法律を変えて、人生を変えよう！  
 〜当事者の声が届いた、刑法性犯罪改正への軌跡〜」  
 

議員25名(代理含む)、メディア各社の皆さまにご来場いただき 

YouTube配信視聴者数は 150名超となりました。 

Spring ドキュメンタリー動画  

 

「性被害者の声は届く  
 イエス・ミーンズ・イエスの未来へ」  
                     ご視聴はコチラ　⇒  

受取会費 

\12,000  

 (0%) 

 



9月6日 
子ども家庭庁に日本版DBSに関する要望書提出及
び意見交換 
 
11月17日 
連合 (日本労働組合総連合会) の総合政策推進
局、生活福祉局の皆様と日本版DBSについて意見
交換 
 
3月19日 
日本版DBS法案 国会に提出 
 

5月22日　委員会採決 
5月23日　本会議で採択され、参議院に送られる 
 
6月19日 
「日本版DBS法」が、参議院で可決・成立 
三者合同声明を発表 
 
6月26日 
「1is2many!(ワンツー議連)性暴力のない社会の 
 実現を目指す議員連盟」総会に出席 

5月14日 
立憲民主党子ども政策部門会議のヒアリング 
「日本版DBS法案」に関する意見交換に出席 
 
5月16日 
Spring理事の寺町東子（弁護士・社会福祉士・保育士）が 
参考人として出席・意見陳述 
 
5月21日 
自民党政務調査会法務部会の有識者ヒアリングに出席 

Springは設立当初から、性暴力被害や被害者支援に対して先進的な取り組みを行なっている 

イギリス、スウェーデンなどの考え方を学び、国際的な視点も視野に入れた活動を展開しています。 

4月5日 
公明党「子どもたちを性暴力等から守るための 
制度検討プロジェクトチーム」ヒアリングに出席 
 
5月2日 
子ども家庭庁に日本版DBS法案に関する要望書 
を三者合同で提出、その後記者会見 
 
5月9日 
衆議院、「地域・こども・デジタル特別委員会」にて、 
いわゆる「日本版DBS法案」に関する審議開始 

今期 Spring では、Be Brave Japan 代表 石田郁子さん、加害者臨

床専門家の斉藤章佳さんと共に、子どもに関わる職業に就く者が子

どもに対する性暴力を起こさない社会づくりのため、実効性のある  

 「⋆日本版DBS法」について要望し、三者合同で政策提言を展開。  
 

⋆学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童対象性暴力  

  等の防止等のための措置に関する法律案  
 

【 要望の主な内容 】  
*  対象となる「事業・職種」を拡大し、犯歴が「無い」ことの確認・  
    登録方式にすること  
*  その犯歴とするものの「範囲」を拡大すること  
*  犯歴照会の期限を「無期限」にすること  
 

また、これらの実現のために  
*  累犯性についてエビデンスの確立が急務であること  
*  ストーカーなど、支配欲が原因として行われる点で現行法案の  
    犯歴に含まれる性暴力と親和性のある暴力についても含むこと  
    を検討してほしいということ  
*  学者だけでなく加害者臨床の専門家を参考人に招致してほしい  
    ということ  

 
 

9月19日 
国際協力NGOジョイセフ主催　オンライン座談会 
「なんて答えた日本政府！？ UPR採択について語る、 
 市民社会座談会」 登壇 
 
10月10日 
公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン主催 
「国際ガールズデー2023 
『ガールズ・リーダーシップ　私たちの声を届けよう』」登壇 
 
12月某日 
駐日英国大使館主催「クリスマス・レセプション」出席 
 
1月10日 
フィンランドのアドボカシー団体であるProtect Childrenの 
皆様と、性犯罪の公訴時効の撤廃に関する情報交換会 

3月6日 
北欧諸国大使館共催 
「女性科学者たちの挑戦 -ガラスの天井を破るには-」出席 
 

4月9日 
認定NPO法人チャイルド・ファンド・ジャパン主催 シンポジウム 
「『生成AIの子どもの権利への脅威』 
 ～ 子どもへのオンライン性搾取をなくす〜 」出席 
英国インターネット・ウォッチ・ファンデーションCEO  
OBE（将校）スージー・ハーグリーブス氏が基調講演 
 

5月14日 
スウェーデン大使館の皆様と、Yes Means Yes型刑法の 
運用状況や課題等について意見交換 

6月20日 
駐日英国大使館主催 
「チャールズ3世国王陛下誕生祝賀会」出席 

10月13日 
警察庁にて意見交換会 
 
10月23日 
岐阜県警察学校にて 
「被害当事者から見た性犯罪捜査」講義 
 
11月14日 
警察庁主催「子どもへの性被害を防止する」 
セミナー及びレセプションに出席 
 
12月11日 
警察大学校にて 
 「性暴力被害者から見た性犯罪捜査」講義 

市民と行政の協働で 性被害当事者が 生きやすい社会へ  

国際的な「人権」の視点で 性的自己決定権 や 性的尊厳 を捉える

ヴィクティム・ファースト（被害者中心主義） の支援体制を目指して

イギリスのDBSを参考にして作られた  
「日本版DBS法」が可決・成立しました

9月26日 
一般社団法人 社会的包摂サポートセンター 
主催「性暴力に関するＳＮＳ相談支援促進事業」 
『刑法改正における今後の性暴力支援』 講義 
 
10月13日 
神奈川人権センター主催 第30期人権学校 
講座15「男女平等の課題1」 
『性暴力被害の実態と改正刑法の課題及び 
支援について』講義 
 
10月28日 
認定NPO法人大阪被害者支援アドボカシー 
センター主催　被害者支援シンポジウム2023 
 『不同意性交罪を知っていますか』」登壇 
 
11月26日 
久留米市主催、 
パープルリボンキャンペーン2023 講義 
 
1月20日 
新聞労連四国地連本部主催　 
報道関係者向け勉強会 
「メディアは性暴力にどう向き合うべきか」講義 

3月16日 
「未来の性教育・性的同意のあり方を考える 
〜刑法性犯罪規定の改正でなにが変わったの？〜」開催 
 
7月13日 
改正刑法施行1周年 
「『性的同意』を広める#ハッシュタグデモ」実施 
 

10月20日 
北海道　ワンストップ支援センター 
SACRACH（さくらこ）　 
 
10月27日 
福岡県　ワンストップ支援センター 
性暴力被害者支援センター・ふくおか 
 
10月28日 
大阪府　ワンストップ支援センター 
性暴力救援センターSACHICO 

警察官の皆様に  

当事者の声を届けています  

Spring イベント開催 

ご協力ありがとうございました  

Protect Childrenは、日本語を含む  
16か国語で子どもに対する性被害
の実態調査アンケートを実施中　⇒  

改正刑法の周知のため  

各地で講義を行いました　  
支援現場の視察に伺いました  


